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新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

お話をうかがった
代表取締役・
磯﨑顕三氏

双葉郡楢葉町の同社太陽光パネル生産工場

PVテストカーによるEL検査の様子

代表取締役社長・
宮﨑健治氏

「Made in 福島」の
パネル・蓄電池で目指す
「国内再エネ100%」

楢葉町の工場拠点に
地域・地元自治体との
連携も強化

分
散
型
電
源
を
導
入
し

電
気
料
金
負
担
を
圧
縮
す
る

「
フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
」

Ｅ
Ｌ
検
査
サ
ー
ビ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始

Ｐ
Ｖ
テ
ス
ト
カ
ー
使
用
し
オ
ン
サ
イ
ト
で
実
施

エ
ネ
フ
ァ
ン
ト

ア
ン
フ
ィ
ニ

ア
ド
ラ
ー
ソ
ー
ラ
ー
ワ
ー
ク
ス

シ
リ
ー
ズ 

地
方
創
生
と

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
④

も
し
日
本
一
電
気
代
が
安

い
地
域
を
つ
く
っ
た
ら
、
人

や
企
業
が
集
ま
り
、
人
口
減

少
が
進
む
地
方
も
持
続
可
能

な
成
長
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
―
―
岐
阜
県
多
治
見
市

続
け
る
エ
ネ
フ
ァ
ン
ト
が
、

次
に
仕
掛
け
る
サ
ー
ビ
ス
が

「
フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ

ス
」
だ
。

「
電
気
代
が
最
も
安
い
家

を
作
っ
た
ら
、
人
は
集
ま
っ

て
く
る
の
か
。
地
域
か
ら
住

宅
に
仮
説
を
絞
り
込
ん
で
生

ま
れ
た
の
が
、『
フ
リ
エ

ネ
』
で
す
」
と
話
す
の
は
代

表
取
締
役
の
磯
﨑
顕
三
氏
。

フ
リ
エ
ネ
は
建
売
住
宅
に
、

10
㌗
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
、
５
・
６
㌗
時
の
家
庭
用

蓄
電
池
、
さ
ら
に
エ
コ
キ
ュ

ー
ト
を
無
償
設
置
し
、
20
年

間
の
電
気
を
無
料
で
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
。
サ
ー
ビ
ス
の

基
本
料
金
は
設
置
機
器
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
代
を
含
め
て
、

月
額
２
９
８
０
円
だ
。
同
社

に
よ
れ
ば
オ
ー
ル
電
化
で
一

般
的
な
家
庭
の
毎
月
の
電
気

料
金
は
約
１
万
４
２
０
０
円

で
、
フ
リ
エ
ネ
か
ら
基
本
料

金
で
提
供
さ
れ
る
電
力
は
毎

月
６
０
０
㌗
時
。
一
般
家
庭

の
使
用
で
は
十
分
な
電
力
量

だ
と
い
う
。

エ
ネ
フ
ァ
ン
ト
は
機
器
制

御
を
行
う
こ
と
で
電
力
使
用

を
最
適
化
し
て
コ
ス
ト
を
下

げ
、
太
陽
光
発
電
の
余
剰
売

電
と
ビ
ル
ダ
ー
か
ら
の
協
賛

金
で
利
益
を
得
る
。
す
で
に

地
域
で
提
携
す
る
ビ
ル
ダ
ー

が
、
フ
リ
エ
ネ
付
き
建
売
住

宅
を
建
築
し
て
い
る
。「
同

じ
価
格
帯
で
建
売
を
買
う
な

ら
、
電
気
代
の
安
い
住
宅
の

ほ
う
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い

ま
す
よ
ね
。
ビ
ル
ダ
ー
は
フ

リ
エ
ネ
を
販
促
に
活
用
で
き

る
」（
磯
﨑
氏
）。
断
熱
性
な

ど
設
計
時
か
ら
求
め
る
基
準

は
あ
る
が
、
近
年
の
建
売
住

宅
な
ら
ク
リ
ア
で
き
る
も
の

だ
と
い
う
。
ま
た
災
害
・
停

電
時
に
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
や

蓄
電
池
・
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
を

利
用
で
き
る
の
で
、
フ
リ
エ

ネ
に
よ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強

化
も
大
き
な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
。

多
治
見
市
は
消
滅
可
能
性

都
市
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
付
加
価
値

を
つ
け
て
新
し
い
何
か
を
生

み
出
し
、
多
治
見
を
軸
と
し

た
東
濃
地
方
に
貢
献
し
た

い
。
カ
ー
ポ
ー
ト
も
Ｅ
Ｖ
レ

ン
タ
ル
も
簡
単
に
実
現
で
き

そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
地
域

に
対
し
て
情
熱
を
持
っ
て
取

り
組
ま
な
い
限
り
は
、
実
際

に
は
難
し
い
で
す
よ
」
と
磯

﨑
氏
は
言
う
。
目
指
す
は
地

域
で
一
番
就
職
し
た
い
会

社
。
当
然
利
潤
も
追
求
し
て

い
く
。
そ
の
う
え
で
東
濃
地

方
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
盛
り
上

げ
る
。

で
ソ
ー
ラ
ー

カ
ー
ポ
ー
ト

の
第
三
者
所

有
モ
デ
ル
事

業
や
、
地
元

で
就
職
す
る

若
者
向
け
Ｅ

Ｖ
レ
ン
タ
ル

事
業
な
ど
、

ユ
ニ
ー
ク
な

取
り
組
み
を

ア
ン
フ
ィ
ニ
（
大
阪
府
大

阪
市
）
は
先
月
、
福
島
県
郡

山
市
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｒ
Ｅ

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
と
し
て

企
業
活
動
を
通
じ
て
、
復
興

に
寄
与
す
る
目
的
で
ス
タ
ー

ト
。
経
済
産
業
省
か
ら
「
地

域
未
来
牽
引
企
業
」
に
も
選

ー
」
や
、
Ｆ

Ｒ
Ｅ
Ａ
と
の

共
同
で
「
融

雪
機
能
付
き

太
陽
電
池
モ

ジ
ュ
ー
ル
」

実
証
な
ど
、

害
対
策
及
び
地
域
活
性
化
に

関
す
る
包
括
連
携
協
定
」
を

締
結
し
た
。
今
年
４
月
に

は
、
未
来
型
先
進
的
コ
ン
パ

ク
ト
タ
ウ
ン
「
笑
ふ
る
タ
ウ

ン
な
ら
は
」
に
、
約
１
㍋
㍗

の
同
社
太
陽
光
パ
ネ
ル
と
蓄

電
池
を
導
入
し
、
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

つ
い
て
紹
介
し

た
。同

社
は
２
０

１
７
年
、
福
島

県
双
葉
郡
楢
葉

町
に
国
内
最
大

級
の
太
陽
光
パ

ネ
ル
生
産
工
場

を
建
設
し
た
。

震
災
か
ら
の
復

興
を
目
指
す
同

県
で
、「
Ｍ
ａ

ｄ
ｅ 

in 

福

島
」
を
県
内
・

国
内
外
に
発
信

し
、
再
生
可
能

集
め
て
い
る
。

同
工
場
で

は
、
国
内
向

け
太
陽
光
パ

ネ
ル
製
造
に

加
え
、
蓄
電

池
付
き
の
太

陽
光
発
電
キ

ッ
ト
「
リ
リ

ー
フ
エ
ナ
ジ

定
さ
れ
て
い
る
。

工
場
が
あ
る
楢
葉

町
と
は
昨
年
、「
災

Ｉ
Ｆ
ふ
く
し
ま
２
０

２
０
」
で
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連

携
に
よ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に

同
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
と
し

て
「
笑
み
ふ
る
タ

ウ
ン
な
ら
は
」
の

余
剰
電
力
を
提
供

す
る
取
り
組
み
も

開
始
し
、
話
題
を

チヨダマシナリー我が社の技術

省スペース・低コストな
太陽光パネル再資源化を実現する

「PVリサイクルハンマー」

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
設
備

を
手
掛
け
る
チ
ヨ
ダ
マ
シ
ナ

リ
ー
（
埼
玉
県
杉
戸
町
）

は
、
廃
棄
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

再
資
源
化
す
る
装
置
「
Ｐ
Ｖ

リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ン
マ
ー
」
を

開
発
、
こ
の
ほ
ど
販
売
を
開

始
し
た
。

Ｐ
Ｖ
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ン
マ

ー
は
「
ア
ル
ミ
枠
分
離
装

置
」
と
、
ハ
ン
マ
ー
で
ガ
ラ

ス
と
バ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
分
離

す
る
「
ガ
ラ
ス
分
離
装
置
」

で
構
成
さ
れ
る
。
作
業
工
程

は
、
ま
ず
端
子
ボ
ッ
ク
ス
を

事
前
に
除
去
す
る
。
ア
ル
ミ

枠
分
離
装
置
に
パ
ネ
ル
を
据

え
る
と
、
自
動
で
ア
ル
ミ
枠

が
外
さ
れ
る
。
ア
ル
ミ
枠
分

離
装
置
は
車
載
で
き
、
オ
ン

サ
イ
ト
で
の
稼
働
も
可
能
だ
。

次
に
枠
を
外
し
た
パ
ネ
ル

を
、
ガ
ラ
ス
分
離
装
置
の
ロ

ー
ラ
ー
コ
ン
ベ
ア
に
載
せ

処
理
と
し
て
、
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
さ
れ
な
が

ら
ガ
ラ
ス
分
離
機
に

送
ら
れ
る
。
ガ
ラ
ス

分
離
機
内
の
ハ
ン
マ

ー
で
ガ
ラ
ス
部
分
が

破
砕
さ
れ
、
カ
レ
ッ

ト
上
の
大
粒
の
ガ
ラ
ス
と
し

て
回
収
さ
れ
る
。
カ
レ
ッ
ト

状
だ
と
材
料
と
し
て
扱
い
や

す
い
と
い
う
。
な
お
破
砕
時

る
。
パ
ネ
ル
は
接
着
剤
を
剥

離
し
や
す
く
す
る
た
め
の
前

お話をうかがった
取締役社長兼CEO・
山下則夫氏

アルミ枠分離装置

ガラス分離装置

の
粉
塵
は
ガ
ラ
ス
分
離
機
内

で
集
塵
さ
れ
る
。
ガ
ラ
ス
は

研
究
が
進
む
。

同
社
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

造
装
置
に
用
い
る
攪
拌
・
成

形
・
固
化
技
術
を
応
用
し
、

自
社
で
廃
ガ
ラ
ス
か
ら
多
孔

質
ガ
ラ
ス
発
泡
材
を
生
産
し

て
い
る
。
廃
ガ
ラ
ス
の
収
集

経
路
を
広
げ
る
方
法
を
模
索

し
た
こ
と
が
、
廃
棄
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
ガ
ラ
ス
を
再
利
用

す
る
Ｐ
Ｖ
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ン

マ
ー
開
発
の
ア
イ
デ
ア
に
繋

が
っ
た
。
シ
ン
プ
ル
な
構
造

で
、
２
つ
の
装
置
を
並
べ
て

も
長
さ
９
・
４
㍍
、
幅
４

㍍
、
高
さ
２
㍍
の
省
ス
ペ
ー

ス
。
１
セ
ッ
ト
３
５
０
０
万

円
程
度
の
本
体
価
格
で
提
案

で
き
る
。
将
来
的
に
は
全
自

動
化
も
検
討
し
て
い
る
。

一
回
の
処
理
で

95
㌫
以
上
を
分

離
で
き
る
。
残

っ
た
バ
ッ
ク
シ

ー
ト
は
ロ
ー
ラ

ー
コ
ン
ベ
ア
で

そ
の
ま
ま
送
り

出
さ
れ
る
。
Ｐ

Ｖ
リ
サ
イ
ク
ル

ハ
ン
マ
ー
に
よ
り
ア
ル
ミ
、

ガ
ラ
ス
、
バ
ッ
ク
シ
ー
ト
が

分
別
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
、
ア
ル

ミ
が
再
資
源
化
さ
れ
る
。

ま
た
バ
ッ
ク
シ
ー
ト
か
ら

も
有
用
物
質
を
取
り
出
す

を
構
築
、
Ｖ
Ｐ
Ｐ
の
運
用
も

手
掛
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、

新
製
品
開
発
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

「
日
本
の
再
エ
ネ
１
０
０

㌫
の
先
駆
け
を
、
福
島
か
ら

実
現
し
た
い
」
と
宮
﨑
社
長

は
意
欲
を
見
せ
る
。「
Ｆ
Ｉ

Ｔ
か
ら
自
家
消
費
が
主
流
と

な
る
中
、
太
陽
光
発
電
以
外

の
地
熱
、
風
力
、
小
水
力
を

組
合
せ
、
地
産
地
消
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
複
合
的
に
増
や
し

て
い
く
」
考
え
だ
。「
２
０

５
０
の
目
標
を
見
据
え
、
２

０
３
０
年
ま
で
に
浜
通
り
で

実
現
し
た
い
。
ま
ず
は
自
治

体
向
け
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
再
エ
ネ
１
０
０
㌫

に
寄
与
す
る
提
案
に
力
を
入

れ
て
い
る
」
と
話
し
た
。

全
国
各
地
で
太
陽
光
発
電

所
の
Ｔ
Ｄ
Ｄ
（
テ
ク
ニ
カ

ル
・
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン

ス
）
お
よ
び
Ｏ
＆
Ｍ
を
提
供

し
て
い
る
ア
ド
ラ
ー
ソ
ー
ラ

ー
ワ
ー
ク
ス
（
神
奈
川
県
横

浜
市
）
は
、
同
社
が
Ｏ
＆
Ｍ

を
提
供
し
て
い
る
法
人
向
け

に
移
動
式
Ｐ
Ｖ
テ
ス
ト
カ
ー

に
よ
る
Ｅ
Ｌ
検
査
サ
ー
ビ
ス

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
。

Ｅ
Ｌ
（
エ
レ
ク
ト
ロ
ル
ミ

ネ
セ
ン
ス
）
検
査
は
、
太
陽

電
池
に
電
界
を
印
加
す
る
こ

と
で
、
発
電
時
と
は
逆
方
向

で
内
部
に
流
れ
込
む
電
子
が

正
孔
と
再
結
合
（
Ｐ
Ｎ
接

合
）
を
起
こ
し
発
光
す
る
現

象
を
利
用
す
る
。
電
気
が
流

れ
て
い
る
部
分
は
発
行
し
、

流
れ
て
い
な
い
部
分
は
暗
い

ま
ま
に
な
る
の
で
、、
外
観

か
ら
は
判
断
で
き
な
い
セ
ル

の
ク
ラ
ッ
ク
や
イ
ン
タ
ー
コ

ネ
ク
タ
の
断
線
・
接
続
不
良

な
ど
を
一
目
で
発
見
で
き

る
。
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
欧
州

で
は
一
般
的
な
検
査
だ
が
、

日
本
で
の
認
知
度
は
ま
だ
低

い
。

Ｐ
Ｖ
テ
ス
ト
カ
ー
の
モ
ジ

ュ
ー
ル
検
査
で
は
、
パ
ネ
ル

単
体
の
発
電
出
力
を
測
定

ク
を
発
見
す
る
こ
と
も
可
能

だ
。
Ｅ
Ｌ
検
査
で
は
、
目
視

や
Ｉ
Ｒ
検
査
で
発
見
で
き
な

し
、
将
来
的
な
発
電
量
へ
の

影
響
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。同

社
は
、
Ｏ
＆
Ｍ
サ
ー
ビ

ス
を
通
し
発
電
所
が
安
全
か

つ
安
定
し
て
発
電
す
る
た
め

に
、
年
次
点
検
、
ト
ラ
ブ
ル

時
の
緊
急
対
応
か
ら
恒
久
的

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
案
ま

で
行
っ
て
い
る
。
「
契
約
し

て
い
る
発
電
所
に
は
竣
工
か

ら
７
年
以
上
経
っ
た
場
所
も

あ
り
、
Ｐ
Ｖ
テ
ス
ト
カ
ー
に

よ
る
Ｅ
Ｌ
検
査
を
実
施
し
て

大
変
喜
ば
れ
て
い
る
（
同

社
）」。
オ
ン
サ
イ
ト
で
の
Ｅ

Ｌ
検
査
技
術
で
、
他
社
と
の

差
別
化
を
計
る
狙
い
だ
。

し
、
縦
軸
を

電
圧
、
横
軸

を
電
流
と
し

た
Ｉ-

Ｖ
カ

ー
ブ
特
性
曲

線
で
出
力
に

影
響
す
る
不

良
を
可
視
化

で
き
る
。
ま

た
、
パ
ネ
ル

の
Ｅ
Ｌ
検
査

に
よ
り
、
パ

ネ
ル
の
マ
イ

ク
ロ
ク
ラ
ッ

い
モ
ジ
ュ
ー
ル

の
ク
ラ
ッ
ク
や

不
良
を
可
視
化


